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(57)【要約】
【課題】操作性の優れた関心領域の抽出、表示の処理を
行う医用画像処理表示装置、及び超音波診断装置及びそ
のコンピュータ処理プログラム、を提供すること。
【解決手段】ＣＴ装置若しくはＭＲＩ装置によるデジタ
ル医用画像データに含まれる関心部位の画像データが心
電図データと共に入力される手段と、前記関心部位を包
含する超音波画像データが心電図データと共に入力され
る超音波画像データ入力手段と、前記デジタル医用画像
データをデジタル医用画像表示空間座標系から、前記超
音波画像データの表示空間座標系に変換する座標変換手
段と、前記座標変換手段により、デジタル医用画像デー
タの関心部位の画像データから変換した関心部位の画像
データを、前記超音波画像データに、前記各心電図デー
タの位相が一致するように合成するデータ合成手段と、
このデータ合成手段により合成した画像データを表示さ
せる表示出力手段とを具備することを特徴とする医用画
像処理表示装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタル医用画像データに含まれる関心部位の画像データが心電図データと共に入力さ
れる手段と、
　前記関心部位を包含する超音波画像データが心電図データと共に入力される超音波画像
データ入力手段と、
　前記関心部位の画像データをデジタル医用画像表示空間座標系から、前記超音波画像デ
ータの表示空間座標系に変換する座標変換手段と、
　前記座標変換手段により、変換された関心部位の画像データを、前記超音波画像データ
に、前記各心電図データの位相が一致するように合成する画像データ合成手段と、
　この画像データ合成手段により合成した画像データを表示させる表示出力手段と、
を具備することを特徴とする医用画像処理表示装置。
【請求項２】
　医用画像処理表示装置のコンピュータに実行させる処理プログラムであって、
　デジタル医用画像データに含まれる関心部位の画像データが入力される領域データ入力
ステップと、
　前記関心部位を包含する超音波画像データが入力される検査画像データ入力ステップと
、
　前記関心部位の画像データをデジタル医用画像データの表示空間座標系から、前記超音
波画像データの表示空間座標系に変換する座標変換ステップと、
　前記座標変換ステップにより、変換された関心部位の画像データを、前記超音波画像デ
ータに合成する画像データ合成ステップと、
からなり、超音波画像における関心領域を抽出、表示することを特徴とするコンピュータ
処理プログラム。
【請求項３】
　デジタル医用画像装置あるいは医用画像記録センターのデータ記憶手段より、デジタル
医用画像データに含まれる関心部位の画像データが心電図データと共に入力される関心領
域データ入力手段と、
　プローブ位置・方位センサを備えて超音波画像取得位置を補正して、前記関心部位を包
含する超音波画像データを心電図データと共に入力する超音波画像データ入力手段と、
　前記関心部位の画像データをデジタル医用画像データの表示空間座標系から、前記超音
波画像データの表示空間座標系に変換する座標変換手段と、
　前記座標変換手段により、変換された関心部位の画像データを、前記超音波画像データ
に、前記各心電図データの位相が一致するように合成する画像データ合成手段と、
　この画像データ合成手段により合成した画像データを表示する表示手段と、
を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、医用画像装置による生体内画像表示に係わり、特に超音波３次元（３Ｄと略
す）画像の表示ボリュームデータ内に関心領域を設定する医用画像処理表示装置、超音波
診断装置及びそのコンピュータ処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
 従来、超音波診断装置を用いて被検者の生体内臓器の形態や機能について検査が行われ
、医師による診断や被検者への経過説明が行われる。特に近年、超音波診断装置において
も高速の画像処理が行われてリアルタイムに３次元（３Ｄと略す）画像が得られる。さら
に、生体の形態情報の他に、超音波診断装置によるドプラ信号データにより、ＣＴ装置や
ＭＲＩ装置などの他の医用画像装置では困難な生体の機能情報も得られる利点がある。こ
のため、超音波診断装置による超音波画像データは、医師が行う診断の他に、被検者や関
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係者へ病状の説明にも多く利用される。
【０００３】
 しかしながら、ＣＴ画像やＭＲ画像と比較して、超音波波長と超音波伝播速度の関係で
、ピクセルが大きく、密度も低いため、超音波診断装置による超音波３Ｄ画像は、鮮明で
ない。また、超音波画像は、スライス画像（超音波断層画像）の集合となっている画像構
成の技術的手法が異なっている。したがって、表示画像内の診断における注目部分である
、例えば、心臓、肝臓、或いは癌化部分などの関心領域を抽出するには、スライス画像毎
の対応が必要となる。このスライス画像毎に抽出処理を行う操作者の手間を要することと
、画像抽出結果が操作者の抽出作業の技量に左右されることに問題があった。
【０００４】
 一方、ＣＴ装置やＭＲＩ装置においては、ＣＴ値やＭＲ信号緩和時間値などの画像表示
における画像データの特性値を、対象とする領域の臓器の諸特性値と関連付けることによ
り、これ等画像再構成処理における関心領域抽出が容易に行われる特徴がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　解決しようとする課題は、超音波診断画像表示において、特に３Ｄ（3次元）画像表示
において、診断のために関心のある臓器に対する画像データの抽出が煩雑で、さらに抽出
を行う操作者の技量にも影響され、抽出結果データが安定しない点である。
【０００６】
　本発明は上記のような従来の問題点に鑑みてなされたもので、関心領域の抽出あるいは
表示を容易に、且つ安定に処理する医用画像処理表示装置、そのコンピュータ処理プログ
ラム及び超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の請求項１記載の医用画像処理表示装置は、デジ
タル医用画像データに含まれる関心部位の画像データが心電図データと共に入力される手
段と、前記関心部位を包含する超音波画像データが心電図データと共に入力される超音波
画像データ入力手段と、前記関心部位の画像データをデジタル医用画像表示空間座標系か
ら、前記超音波画像データの表示空間座標系に変換する座標変換手段と、前記座標変換手
段により、変換された関心部位の画像データを、前記超音波画像データに、前記各心電図
データの位相が一致するように合成する画像データ合成手段と、この画像データ合成手段
により合成した画像データを表示させる表示出力手段とを具備することを特徴とするもの
を提供する。ここでデジタル医用画像データとは、デジタル画像データ処理による再構成
されたＣＴ画像データ若しくはＭＲ画像データである。
【０００８】
　また、本発明の請求項２記載の処理プログラムは、医用画像処理表示装置のコンピュー
タに実行させる処理プログラムであって、デジタル医用画像データに含まれる関心部位の
画像データが入力される領域データ入力ステップと、前記関心部位を包含する超音波画像
データが入力される検査画像データ入力ステップと、前記関心部位の画像データをデジタ
ル医用画像データの表示空間座標系から、前記超音波画像データの表示空間座標系に変換
する座標変換ステップと、前記座標変換ステップにより、変換された関心部位の画像デー
タを、前記超音波画像データに合成するデータ合成ステップとからなり、超音波画像にお
ける関心領域を抽出、表示することを特徴とするコンピュータ処理プログラムを提供する
。ここでデジタル医用画像データとは、デジタル画像データ処理による再構成されたＣＴ
画像データ若しくはＭＲ画像データである。
【０００９】
　また、上記の目的を達成するために、本発明の請求項３記載の超音波診断装置は、デジ
タル医用画像装置、あるいは医用画像記録センターのデータ記憶手段より、デジタル医用
画像データに含まれる関心部位の画像データが、心電図データと共に入力される関心領域
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データ入力手段と、プローブ位置・方位センサを備えて超音波画像取得位置を補正して、
前記関心部位を包含する超音波画像データを心電図データと共に入力する超音波画像デー
タ入力手段と、前記関心部位の画像データをデジタル医用画像データの表示空間座標系か
ら、前記超音波画像データの表示空間座標系に変換する座標変換手段と、前記座標変換手
段により、変換された関心部位の画像データを、前記超音波画像データに、前記各心電図
データの位相が一致するように合成する画像データ合成手段と、この画像データ合成手段
により合成した画像データを表示する表示手段とを具備することを特徴とするものを提供
する。ここでデジタル医用画像データとは、デジタル画像データ処理による再構成された
ＣＴ画像データ若しくはＭＲ画像データである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、超音波診断画像における関心領域を、ＣＴ装置もしくはＭＲＩ装置に
指定、指示した関心領域に対応して、自動的且つ安定に設定、表示できる操作性と機能性
を高めた医用画像処理表示装置、及びそのコンピュータ処理プログラム、及び超音波診断
装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、本実施形態の説明にお
いては、超音波診断装置による画像診断において、診断に対応する領域設定が比較的複雑
で、装置操作に手間や技量を要するとされる部位である心臓を対象とする場合を１実施例
として説明するが、被対象部位はこれに限るものではない。
【００１２】
（実施形態１）
　本願発明の第１の実施形態である医用画像処理装置について、図１に示す機能ブロック
図、および図２に示す処理のフローチャートを用いて説明する。
【００１３】
　図１に示す医用画像処理装置１０は、画像データおよび付帯情報を処理するワークステ
ーションとして作動する。医用画像処理装置１０には、ＣＴ装置２０、及び超音波診断装
置３０が接続される。
【００１４】
　ＣＴ装置２０は、これが出力するＣＴ画像データに対し、臓器名、組織名、あるいはこ
れ等臓器、組織のＣＴ値などの特性値、もしくは画像データの対応部分を直接指示する、
などにより、そのＣＴ画像に関心部位を、指定、抽出できる機能を具備する。すなわち、
ＣＴ装置２０は、この機能によりＣＴ画像における関心領域の指定、設定を容易に行うこ
とができ、この設定結果を出力できる関心領域設定機能を備えるデジタル医用画像装置で
ある。
【００１５】
　さらに、本実施形態において、最終的に関心領域を設定する超音波画像データ及び付帯
情報が、超音波診断装置３０により入力される。すなわち、医用画像処理装置１０に超音
波診断装置３０の画像データ出力が接続されて、この超音波画像データに対し医用画像処
理装置１０よる処理が行われる。
【００１６】
　この付帯情報とは、後述する画像データの取得と同時に取得する被検者の心電図データ
、および超音波診断装置３０の超音波プローブの位置・方向に関するデータである。特に
心電図データは、実施例で表示対象とする、例えば心臓のように、１心拍周期間にその形
状が大きく変化するような場合の時間軸データとして参照する。
【００１７】
　なお、本実施形態の医用画像処理装置１０には、このＣＴ装置及びこれ等ＣＴ画像に替
えて、ＭＲ信号緩和時間Ｔ１、Ｔ２などの特性値により同様に関心領域の処理を行うデジ
タル医用画像装置であるＭＲＩ装置、およびそのＭＲ画像によって行っても、全く同様に
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作用、動作する。以降、本実施形態の説明においては、煩雑を避けて、関心領域の指定、
設定を容易に行うことができるデジタル医用画像装置２０にはＣＴ装置を適用する場合を
説明する。
【００１８】
　本実施形態の機能ブロック図である図１に示すＣＴ装置２０は、ＣＴ画像データを取得
し、医用画像処理装置１０に出力するＣＴ画像データ取得部２１を有する。また、ＣＴ装
置２０には、ＣＴ画像データの取得時に共に取得したＣＴ画像心電図データの出力部２１
ａを具備する。このＣＴ装置２０には、臓器名・組織名、ＣＴ値の指定、あるいは画像に
領域範囲を直接指示するなどによりＣＴ画像における関心領域を設定するＣＴ画像領域設
定部２２を具備している。
【００１９】
　超音波診断装置３０は、図示していない超音波プローブの操作により超音波画像データ
を取得し、医用画像処理装置１０に出力する超音波画像データ取得部３１を有している。
また、超音波診断装置３０には、超音波画像データの取得時に共に取得した超音波画像心
電図データの出力部３１ａを具備する。また、超音波プローブに設けた図示していないセ
ンサにより、超音波画像データの取得時の超音波プローブ位置・方向データである超音波
画像取得位置データの出力部３１ｂを具備している。超音波画像取得部３１により取得す
る超音波画像データは、生体臓器の形態や位置関係を示す超音波断層画像（超音波Ｂモー
ド画像）の他に、生体の機能状況を表示するドプラ画像、移動長画像（Ｍモード画像）、
心壁運動画像などである。
【００２０】
　医用画像処理装置１０には、超音波診断装置３０から入力される超音波画像データと、
ＣＴ装置２０から入力されたＣＴ画像データによる関心領域データとが合成されて表示さ
れる画像データ合成部１２を備える。この画像データ合成部１２は、超音波画像データの
空間座標系をベースとする表示空間座標系を有し、後述するようにＣＴ画像による関心領
域データは超音波画像の空間座標系に座標変換して供給される。
【００２１】
　この画像データ合成部１２には、超音波画像データとＣＴ画像から変換された関心領域
データの２つの医用画像データの時相合わせ、すなわち画像データと共に取得された出力
部２１ａ、３１ａそれぞれの心電図データの位相の一致を行う心電図同期部１２ａを備え
る。
【００２２】
　さらに、同じくこれ等２つの医用画像データの空間座標系における表示位置合わせを行
う座標統合部１２ｂも備えている。
【００２３】
　また、医用画像処理装置１０では、ＣＴ装置２０から入力されるＣＴ画像データに設定
された関心領域データを確認するためのＣＴ画像領域確認部１４を備えている。
【００２４】
　医用画像処理装置１０には、このＣＴ画像に設定された関心領域データを、画像データ
合成部１２において表示するために、超音波画像の表示空間座標系に変換するＣＴ空間座
標変換部１３を備える。また、超音波診断装置３０から入力される超音波画像データの表
示空間座標系における位置を、超音波画像取得位置データ取得部３１ｂからの超音波画像
取得位置データにより位置補正する超音波画像取得位置補正部１５を具備する。
【００２５】
　さらに医用画像処理装置１０は、時相合わせ（心電図同期部１２ａの処理）及び位置合
わせ（座標統合部１２ｂの処理）により、前記ＣＴ画像データにおいて設定した関心領域
データを、画像データ合成部１２において、超音波画像データの関心領域として、その空
間データを抽出してマスクデータとする超音波画像領域マスクデータ部１６を具備する。
【００２６】
　このマスクデータの表示形態、すなわち、半透明マスク像合成、境界強調、抜き取り（
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周辺強調）、周辺除去（浮き彫り強調）などを指定する表示形態設定部１７と、これによ
り設定した表示形態に対応する画像処理を行う超音波画像領域生成部１８とを具備する。
【００２７】
　また、医用画像処理装置１０は、上述の各機能部の作動を統制制御する制御ＣＰＵ部１
１を備え、作動、制御の手順プログラム、及び制御のための諸定数、演算式などを記憶保
存するメモリ部１１１を備えて構成される。また、処理結果及び処理途中の状況を表示す
る表示モニター４０ａ、及びＣＴ画像データに設定した関心領域データの状況を表示する
表示モニター４０ｂも接続されている。
【００２８】
　上述の医用画像処理装置１０、及びＣＴ装置２０と超音波診断装置３０による構成にお
いて、超音波画像に対する所定の関心領域の抽出を行う医用画像処理装置１０の行う処理
について、図２に示す処理手順のフローチャートと、図３に示す処理概念のデータフロー
模式図を用いて説明する。
【００２９】
　本実施形態における処理手順は、図２に示されるステップＳ１１～Ｓ１４において、Ｃ
Ｔ装置２０によるＣＴ画像データに対して所望の領域を関心領域として指定、設定するＣ
Ｔ画像関心領域の設定処理が行われる。そして、このＣＴ画像関心領域の画像データを、
同図に示されるステップＳ２１～Ｓ２６において、超音波診断装置３０による超音波画像
表示空間座標系の超音波画像データに、それぞれに付帯する心電図データの時相を同期さ
せて座標変換する。この座標変換は、超音波画像データの入力、すなわち超音波画像の取
得と共に順次繰り返し処理される。
【００３０】
　これにより、超音波診断装置３０により取得した超音波画像データに、ＣＴ画像データ
に設定した所望の領域の空間データ、すなわち関心領域を設定処理する。
【００３１】
　以下にこれらの処理手順の詳細を説明する。
【００３２】
　図２に示す本実施形態の処理手順のＣＴ画像領域設定処理のステップＳ１１では、被検
者に対し心電図データと共に、診断に係る関心領域を含むＣＴ画像データを取得する。処
理概念のデータフロー模式図の図３（ａ）に示すように、ＣＴ画像データと心電図データ
を得る。
【００３３】
　次のステップＳ１２では、超音波画像において診断、観察を所望する関心領域に対応す
る部位を、ＣＴ画像データにおいて指定、指示する。すなわち、ＣＴ装置に処理ファンク
ションとして組み込まれている臓器名若しくは生体組織名を指定して関心領域を抽出する
機能、あるいはＣＴ値の範囲を指示してその領域を抽出する機能を使用して、先ず図３（
ｂ）に示すように、骨組織像を除去する。さらに、この軟部組織のみのＣＴ画像データに
対し、関心対象を指定して、図３（ｃ）に示すようなＣＴ画像データ上で関心領域である
、例えば心臓部分４３を抽出する。この抽出には、ＣＴ装置に具備している領域抽出機能
などにより、ＣＴ装置の操作者が、例えば「心筋」と組織名で指定する方法、あるいは心
筋組織に対応するＣＴ値範囲を指定し入力する方法、若しくは操作者が画像に領域図形を
指定して削除、或いは連結する領域抽出法などの手法を利用する。
【００３４】
　ステップＳ１３では、ステップＳ１２で抽出した注目、関心の領域を含むボリュームデ
ータ（３Ｄデータ）に対し、図３（ｄ）に示すような領域境界の３Ｄマスク情報であるＣ
Ｔ画像における関心領域データ４４’を生成する。この関心領域に係るデータの生成は、
領域拡張法などの手法により、少し空間的に大きくなる生成が、好適である。
【００３５】
　ＣＴ画像領域設定処理のステップＳ１４では、ＣＴ装置２０の定義する表示空間座標系
において指定・抽出の処理を行って得た関心領域に対する関心領域データ４４’を、超音
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波画像領域設定処理における超音波画像データが表示される超音波診断装置３０の定義す
る図３（ｇ）の超音波空間座標系の領域データ４７’へ変換する座標変換行列を生成する
。
【００３６】
　上述の処理における時間軸については、同時に取得しているＣＴ画像心電図データ２１
ａ（図３（ａ）の心電図波形４１’）が、特徴ある波形４１’’のＲ波を有するので、そ
の波形をタイムマークとして参照、識別する。
【００３７】
　次に、ステップＳ２１では、超音波診断装置３０のデータ取得部３１を、被検者の心電
図データ取得部３１ａ及び超音波画像取得位置データ取得部３１ｂの付帯データと共に、
超音波診断装置３０により取得して、医用画像処理装置１０へ入力する。
【００３８】
　次のステップＳ２２において、超音波診断装置３０の定義する超音波表示空間座標系に
設定するステップＳ２１による超音波画像の位置を、超音波画像取得位置データに基づい
て補正する。これは、超音波画像の取得のために超音波プローブを移動操作することによ
り超音波プローブの位置、すなわち超音波画像の取得位置が変化することになり、これに
対し、超音波画像取得位置データによりその位置変化分を算出して、超音波画像の位置を
相対的に変化、移動させる補正を行う。
【００３９】
　ステップＳ２３では、ＣＴ画像領域設定処理でＣＴ画像の関心領域データを生成したＣ
Ｔ画像データのＣＴ画像心電図データ２１ａの位相、すなわち時間的経過と、この超音波
画像領域設定処理のステップＳ２１、Ｓ２２と処理された超音波画像心電図データ３１ａ
とを同期させる。すなわち、ＣＴ画像領域設定処理として予め生成したＣＴ画像の関心領
域データの心電図データ２１ａを時間軸のタイムマークとして、ステップＳ２１、Ｓ２２
により、順次入力される超音波画像データの超音波画像心電図データの特徴波形、例えば
Ｒ波（図３（ｅ）の心電図波形４５’を対応させて、超音波画像データとＣＴ画像の関心
領域データとを同期させる。
【００４０】
　ステップＳ２４では、ＣＴ空間座標変換部１３において、ＣＴ装置２０から導入したＣ
Ｔ画像関心領域データ（図３（ｄ））を、座標変換行列を用いて超音波画像表示空間座標
系へ変換する（図３（ｇ））。
【００４１】
　次のステップＳ２５において、この変換されたＣＴ画像関心領域データ（図３（ｇ））
を、ステップＳ２１、Ｓ２２により位置補正が成された超音波画像データ（図３（ｆ））
に対し、画像データ合成処理部１２により合成処理を行う(図３（ｈ））。この合成処理
により、超音波画像の関心領域データは、マスクデータと共に表示され、診断対象の領域
を表示する。この領域の表示形態は、例えば、半透明マスク像合成、境界強調、抜き取り
（周辺強調）、周辺除去（浮き彫り強調）などの処理形態(図３（ｉ））で、表示対象の
表示の目的により処理方法が選択されて行われる。
【００４２】
　ステップＳ２６では、超音波画像診断装置３０による連続する画像フレームの超音波画
像データが入力されるかを判定する。引き続く画像フレームの超音波画像データが入力さ
れると、再びステップＳ２１へ戻して、超音波画像領域設定処理を繰り返し行う。
【００４３】
　上記では、ＣＴ装置によるＣＴ画像データに所望の領域を指定、設定する場合を説明し
ているが、ＭＲＩ装置により得られるＭＲ画像データ上に、上記と同様の領域拡張法より
関心領域を指定する手順のステップＳ１１～Ｓ１４を実施し、そのＭＲ画像の関心領域画
像データを超音波画像と共に設定する表示空間座標系へ座標変換し、これを繰り返すステ
ップＳ２１～Ｓ２６の処理行っても、全く同様に行える。
【００４４】
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　ＣＴ画像領域設定処理が行われるＣＴ画像データは、比較的広い視野を確保して、分解
能も高く鮮明な画像データを得ることができる。ＭＲＩ装置によるＭＲ画像も同様に広角
の視野と高分解能画像が得られるＭＲ画像領域設定処理が同様に行えて、好適である。さ
らに、ＭＲＩ装置によれば、骨組織による影響の少ない画像により関心領域の設定ができ
る有意な効果もある。
【００４５】
　医用画像装置２０、３０に替えて、これ等により既に取得し、医療機関のデータ管理セ
ンターにおいて保管管理されるこれ等の医用画像装置の医用画像データの記録手段（図示
せず）から、これ等の画像データ、付帯情報、及び関心領域データが出力、接続されて、
医用画像処理装置１０に入力されるように構成しても、上述の処理手順の実施により、同
じく超音波画像に関心領域を設定、表示することができる。
【００４６】
　本実施形態の医用画像処理装置１０によれば、診断、検査対象となる部位の画像抽出を
、抽出操作がそのシステムの構成上極めて簡単な操作により設定できるＣＴ装置或いはＭ
ＲＩ装置において、予め処理する。さらに、その結果の関心領域画像データが、超音波画
像データに対する各機能部の作動、作用により、超音波画像座標空間へ座標変換処理され
て、超音波画像に自動的に設定が実施される。したがって、操作者にとっては極めて簡単
で、操作者の技量に左右され無い操作により、超音波３Ｄ画像に所望の領域を設定できる
。また、本実施形態の医用画像データの処理によれば、ＣＴ画像データ或いはＭＲ画像デ
ータによる被検者の注目する臓器の形態観察と共に、超音波画像データによる同臓器の形
態情報の他に、同臓器のドプラ画像データや移動運動データなどの超音波診断装置で得ら
れる注目臓器の機能情報を表示することもできる。これ等の表示が心拍周期に同期した時
間軸、すなわち時間経過の機能状況を示し、操作者である医師や検査技師が、容易に、ま
た操作者の技量に関わらず、患者の状態を把握、診断することができる画像を提供、提示
することができる。
【００４７】
（実施形態２）
　図４は、本発明の第２の実施形態である超音波診断装置の構成を示すブロック図である
。この実施形態においては、超音波診断装置自体に第１の実施形態において説明した関心
領域設定処理手段を設けたものである。
【００４８】
　図４に示す超音波診断装置１００は、超音波診断装置本体５０（以降は、本体５０と呼
ぶ）を備えている。この本体５０は、超音波プローブ６１が接続される超音波送信部５３
、超音波受信部５４、及び超音波受信信号を断層画像データに処理するＢモード処理部５
５、ドプラ画像データなどに処理する機能モード処理部５６、さらにこれ等の出力を表示
画像データに構成する表示画像構成部５７を、一般的な超音波診断装置と同様に具備して
いる。
【００４９】
　また本体５０には、装置操作やデフォルトデータ、本体制御プログラムなどの装置操作
のデータを記録保持する操作データベース部５２と、取得中の画像データや過去の取得済
みデータを記憶保存する画像記録装置５８とを具備する。そして、これ等の機能手段を統
括的に、すなわちこの超音波診断装置１００の全体を制御するＣＰＵ制御部５１を具備し
ている。
【００５０】
　さらに、本願発明の実施形態の超音波診断装置１００には、検査・診断対象の超音波画
像データの時間情報として、被検者の心電図データを取得する心電図計測部６５を具備す
る。この心電図計測部６５により計測された心電図データが、本体５０のＣＰＵ制御部５
１を介して関心領域設定処理部７０の入力b部９２に入力される。また、超音波画像デー
タを取得するために目的部位の位置へ移動、操作する超音波プローブ６１に位置・方位セ
ンサ６１ａが設けられて、超音波プローブ６１により取得した超音波画像スライス（断層
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画像）の位置、方位を、超音波プローブ６１の位置・方位から測定し、その測定結果は、
ＣＰＵ制御部５１を介して、同じく関心領域設定処理部７０に入力される。
【００５１】
　本実施形態において、関心領域の設定処理手順を実行する関心領域設定処理部７０は、
この超音波診断装置１００の全体を制御するＣＰＵ制御部５１に接続されて、このＣＰＵ
制御部５１の制御の下で、処理結果の超音波画像の関心領域データを画像記録装置５８に
記録する。
【００５２】
　関心領域設定処理部７０は、図１に機能構成を示す医用画像処理装置１０と同様に構成
され、入力ｂ部９２から入力される超音波画像データと、入力ａ部９１から入力されたＣ
Ｔ画像データによる関心領域データとが、合成される画像データ合成部１２を備える。こ
の画像データ合成部１２は、超音波画像データの空間座標系をベースとする表示空間座標
系を有し、ＣＴ画像による関心領域データは超音波画像の空間座標系に座標変換して合成
される。
【００５３】
　本実施形態によれば、超音波画像データに対する関心領域の設定指示を、予め実施する
例えばＣＴ装置で観察するＣＴ画像データ上で、そのＣＴ画像装置に装備される関心領域
設定機能により極めて簡単な操作、手順による設定できる超音波診断装置を提供する。
【００５４】
　さらに、本実施形態によれば、例えばＣＴ画像データ上の関心領域データを、共に取得
している心電図データに基づいて、時間と空間位置を同期、整合させて、診断中の超音波
画像に、リアルタイムで合成し、その関心領域の表示を行う超音波診断装置を提供する。
また、ＣＴ装置に替えて、ＭＲＩ装置により、同様にＭＲ画像データ上の関心領域設定機
能による関心領域の設定を行っても、同様に、その関心領域の表示が行える超音波診断装
置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本願発明の第１の実施形態である医用画像処理装置の機能ブロック構成図。
【図２】本願発明の医用画像処理装置における処理手順を示す図。
【図３】本願実施形態における画像データ処理概念のデータフロー模式図。
【図４】本願の第２の実施形態である超音波診断装置の構成を示す機能ブロック図。
【符号の説明】
【００５６】
　１０・・・医用画像処理装置、
　１１・・・領域設定制御ＣＰＵ部、
　１２・・・画像データ合成部、
　１２ａ・・・心電図同期部（時相合わせ）、
　１２ｂ・・・座標統合部（位置合わせ）、
　１３・・・ＣＴ空間座標変換部、
　１４・・・ＣＴ画像領域確認部、
　１５・・・超音波画像取得位置補正部、
　１６・・・超音波画像領域マスクデータ部、
　１７・・・表示形態設定部、
　１８・・・超音波画像領域生成部、
　２０・・・ＣＴ装置、
　２１・・・ＣＴ画像データ取得部、
　２１ａ・・・ＣＴ画像心電図データ、
　２２・・・ＣＴ画像領域設定部、
　３０・・・超音波診断装置、
　３１・・・超音波画像データ取得部、
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　３１ａ・・・超音波画像心電図データ取得部、
　３１ｂ・・・超音波画像取得位置データ取得部、
　４０ａ、４０ｂ、６４・・・モニター、
　５０・・・超音波診断装置本体、
　５１・・・ＣＰＵ制御部、
　５２・・・操作データベース、
　５３・・・超音波送信部、
　５４・・・超音波受信部、
　５５・・・Ｂモード処理部、
　５６・・・機能モード処理部、
　５７・・・表示画像構成部、
　５８・・・画像記憶装置、
　５９・・・シネメモリ、
　６１・・・超音波プローブ、
　６１ａ・・・位置・方位センサ部、
　６２・・・入力装置、キーボード、トラックボール、
　６３・・・操作パネル、
　６５・・・心電図計測部、
　７０・・・関心領域設定処理部、
　９１・・・入力ａ部、
　９２・・・入力ｂ部、
　９３・・・出力ｃ部、
　９４・・・制御Ｉ／Ｏｄ部、
　１００・・・超音波診断装置、
　１０１・・・医療機関内ネットワーク、
　１０２・・・画像センター記憶装置、
　１０３・・・ＣＴ画像装置、
　１０４・・・ＭＲＩ装置。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种医疗图像处理和显示装置，其具有优异的可操
作性并执行提取和显示关注区域的处理，并提供超声诊断设备及其计算
机处理程序。解决方案：医学图像处理和显示设备具有：通过CT设备或
MRI系统获得的数字医学图像数据中包含的关注部分上的图像数据与心
电图数据一起输入的装置;超声图像数据输入装置，包括所关注区域的超
声图像数据与心电数据一起输入到该超声图像数据输入装置;坐标变换装
置，将数字医学图像数据从数字医学图像显示空间坐标系变换为超声波
图像数据的显示空间坐标系;数据组合装置，其将通过坐标变换装置从数
字医学图像数据的关注区域上的图像数据变换的关注区域上的图像数据
与超声图像数据组合，使得各个心电图数据的相位匹配彼此;显示输出装
置，显示由数据组合装置组合的图像数据。 Ž
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